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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ２ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 6 月 1 3 日 ( 2 0 2 5 . 6 . 1 3 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 9 1 1 8 9 ( P 2 0 2 2 - 1 9 1 1 8 9 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 7 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 7 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 2 3 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 9 4 8 9 7 ( P 2 0 2 2 - 9 4 8 9 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｂ ３ ０ Ｂ 1 5 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｂ ３ ０ Ｂ 1 5 / 0 0 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｂ ３ ０ Ｂ 1 5 / 0 0 　 　 　 Ｂ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 6 月 5 日 ( 2 0 2 5 . 6 . 5 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ に 従 い 、 一 例 と し て 、 型 曲 げ 機 １ と し て 形 成 さ れ て い る 成 形 機 は 、 ２ つ の ガ イ ド ロ  
ッ ド ３ が 取 り 付 け ら れ て い る マ シ ン ベ ッ ド ２ を 備 え 、 こ の ガ イ ド ロ ッ ド は 、 ツ ー ル キ ャ リ  
ア ４ を 直 線 移 動 可 能 に 支 持 す る た め に 形 成 さ れ て い る 。 ツ ー ル キ ャ リ ア ４ は 、 ツ ー ル と し  
て 利 用 さ れ 且 つ 第 ２ ツ ー ル と 称 さ れ て い る 雄 型 ５ を 、 第 １ ツ ー ル と 称 さ れ る 雌 型 ６ に 対 し  
て 移 動 す る た め に 、 垂 直 方 向 に お い て 、 ガ イ ド ロ ッ ド ３ に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る こ と が  
で き る 。 閉 鎖 移 動 方 向 ３ ３ へ の 雄 型 ５ の 移 動 中 、 雄 型 ５ と 雌 型 ６ と の 間 の 作 業 間 隔 ２ ０ が  
縮 小 す る 。 そ の 結 果 、 雄 型 ５ と 雌 型 ６ の 間 の 作 業 間 隔 に 挿 入 可 能 な 不 図 示 の 工 作 物 、 例 え  
ば 金 属 板 の 変 形 が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の フ ェ ー ド ア ウ ト を 実 施 す る た め に 、 安 全 制 御 装 置 １ ０ と 機 械 制 御 装 置 １ １ と が 、 位  
置 測 定 シ ス テ ム １ ２ の 位 置 信 号 を 用 い て 、 そ れ ぞ れ の 位 置 値 を 算 出 し 、 次 い で 、 こ の 位 置  
値 が 、 位 置 補 正 値 を 使 用 し て 安 全 制 御 装 置 １ ０ で 実 際 位 置 値 に 処 理 さ れ 、 第 １ 又 は 第 ２ ス  
テ ー タ ス 信 号 を 決 定 す る た め に 、 実 際 位 置 値 が 、 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 値 と 比 較 す る こ  
と が で き る 、 こ と が 企 図 さ れ て い る 。 次 い で 、 第 １ ス テ ー タ ス 信 号 ａ と 第 ２ ス テ ー タ ス 信  
号 ｂ が 一 致 す る 場 合 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 ２ ３ の 非 ア ク テ ィ ブ 化 す る こ と が で き る 。 さ ら に  
、 雄 型 ５ が ワ ー ク ピ ー ス に 当 た る こ と を 避 け る た め に 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 ２ ３ の フ ェ ー ド  
ア ウ ト の 時 点 で 、 第 １ 接 近 速 度 若 し く は 閉 鎖 速 度 か ら 第 ２ 接 近 速 度 若 し く は 閉 鎖 速 度 へ の  
切 り 替 え を 実 行 す る こ と も で き る 。
  な お 、 本 願 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 の 発 明 に 関 す る も の で あ る が 、 他 の 観 点 と し て 以  
下 も 含 む 。
１ ．
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） 、 マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 収 容 さ れ て い て 相 対 移 動 可 能 な ツ ー ル キ ャ リ  
ア （ ４ ） 、 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） を 制 御 す る 機 械 制 御 部 （ １ １ ） 、 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） を 遮 断 す  
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る 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） 、 及 び 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） に 組 入 れ ら れ て い る 位 置 測 定 シ ス テ ム （ １  
２ ） を 備 え る 成 形 装 置 （ １ ） で あ っ て 、
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） が 配 置 さ れ て い て 、
ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） に は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） と ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） を 移 動 す る 駆 動 装  
置 （ ３ ７ ） が 組 入 れ ら れ て い て 、 そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 共 に  
、 可 変 サ イ ズ の 作 業 ギ ャ ッ プ （ ２ ０ ） を 決 定 し
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 少 な く と も 一 つ の 放 射 源 （ ８ ） と 放 射 源 （ ８ ） に 対 向 し て 配 置 さ  
れ て い る 複 数 の 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） と に 接 続 さ れ て い て 、
放 射 源 （ ８ ） か ら 発 し た ビ ー ム （ １ ４ ） の 少 な く と も 一 部 は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） の 作 業 エ  
ッ ジ （ ３ ６ ） に 沿 っ て 整 列 さ れ て い て 、
位 置 測 定 シ ス テ ム （ １ ２ ） は 、 ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） の 位 置 に 依 存 し て 位 置 信 号 を 提 供 す  
る た め に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 際 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） は 、 第 １ 高 速 作 業 サ イ ク ル に お け  
る 位 置 信 号 を 第 １ 位 置 値 へ 周 期 的 に 処 理 す る た め に 、 第 １ 経 路 測 定 シ ス テ ム を 有 し 、 且 つ  
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 低 速 作 業 サ イ ク ル に お け る 位 置 信 号 を 第 ２ 位 置 値 へ 周 期 的 に  
処 理 す る た め に 、 第 ２ 経 路 測 定 シ ス テ ム を 有 す る 、 当 該 成 形 装 置 に お い て 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て い る 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で の 第 １ 放 射  
線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 の た め に 、 第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ  
ス 信 号 （ ｂ ） の 間 の 比 較 を 実 行 す る よ う に 、 形 成 さ れ て い て 、
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） は 、 第 １ 位 置 値 に 第 １ 位 置 補 正 値 を 加 算 す る こ と に よ っ て 、 特  
に 機 械 制 御 部 （ １ １ ） か ら 、 得 ら れ る 第 １ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 活 性 位 置 値 と 比 較 す る こ  
と に よ っ て 算 出 さ れ 、
第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） は 、 第 １ 位 置 補 正 値 に 第 ２ 位 置 値 を 加 算 す る こ と に よ っ て 、 特  
に 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） か ら 、 得 ら れ る 第 ２ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 活 性 位 置 値 と 比 較 す る こ  
と に よ っ て 算 出 さ れ 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） が 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） と 一 致 す  
る 場 合 に 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 実 行 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 成 形 装 置 （  
１ ） 。
２ ．
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 、 特 に 排 他 的 に 第  
２ 位 置 値 に 基 づ い て 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て い る 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で 、 実 行 す る よ  
う に 調 整 さ れ て い て 、
そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） に 対 す る 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 間 隔 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５  
） に 対 す る 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 間 隔 よ り も 大 き い 、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ に 記  
載 の 成 形 装 置 （ １ ） 。
３ ．
機 械 制 御 部 （ １ １ ） は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） が 第 １ ツ ー ル （ ６ ） に 接 近 す る た め の 第 １ 、 特  
に 最 大 の 接 近 速 度 に 基 づ い て 、 且 つ 第 １ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 １ サ イ ク ル 時 間 に 基 づ い  
て 、 第 １ 位 置 補 正 値 が 算 出 さ れ る よ う に 調 整 さ れ て い て 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 １ 、 特 に 最 大 の 接 近 速 度 に 基 づ い て 、 且 つ 第 ２ 作 業 サ イ ク ル の  
た め の 第 ２ サ イ ク ル 時 間 に 基 づ い て 、 第 ２ 位 置 補 正 値 が 算 出 さ れ る よ う に 調 整 さ れ て い る  
、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 １ 又 は ２ に 記 載 の 成 形 装 置 （ １ ） 。
４ ．
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 実 際 位 置 値 が 第 １ 実 際 位 置 値 よ り 前 に 経 時 的 に 生 じ た 場 合 に  
の み 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 生 じ る よ う に 調 整 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と  
す る 上 記 １ 、 ２ 又 は ３ に 記 載 の 成 形 装 置 。
５ ．
成 形 装 置 （ １ ） 、 特 に 上 記 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 成 形 装 置 （ １ ） を 作 動 す る た め  
の 方 法 で あ っ て 、 当 該 方 法 が 、 以 下 の ス テ ッ プ 、 即 ち 、
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 配 置 さ れ て い る 第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 、 マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 収 容 さ  
れ て い て 相 対 移 動 可 能 な ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） に 固 定 さ れ 且 つ 可 変 サ イ ズ の 作 業 間 隔 を 第  
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１ ツ ー ル （ ６ ） と 共 に 決 定 す る 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） と の 間 の 経 時 的 に 可 変 な 間 隔 を 計 算 す る  
た め に 位 置 測 定 シ ス テ ム （ １ ２ ） の 位 置 信 号 を 算 出 す る ス テ ッ プ 、
第 １ 高 速 作 業 サ イ ク ル で 運 転 さ れ る 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） の 第 １ 経 路 測 定 シ ス テ ム に お い  
て 位 置 信 号 を 第 １ 位 置 値 に 処 理 す る ス テ ッ プ 、 且 つ 第 ２ 低 速 作 業 サ イ ク ル で 運 転 さ れ る 、  
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） の 第 ２ 経 路 測 定 シ ス テ ム に お い て 位 置 信 号 を 第 ２ 位 置 値 に 処 理 す る ス  
テ ッ プ 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） に お い て 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 第 １ 検 出 信 号 を 処 理 す る ス テ  
ッ プ と 、 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 第 ２ 検 出 信 号 を 処 理 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 こ れ ら  
の 検 出 器 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） の 第 １ 側 方 端 部 領 域 に 配 置 さ れ て い て 、 且 つ 第 ２ ル ー ル （  
５ ） の 第 ２ 端 部 領 域 に 、 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 放 射 線 源 （ ８ ） か ら 照 明 さ れ 、
そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） に 対 す る 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 間 隔 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５  
） に 対 す る 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 間 隔 よ り も 大 き い 、 ス テ ッ プ 、
第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） の 間 の 第 １ 、 特 に 最 大 の 、 接 近 速 度 で 作 業 間 隔 （ ２  
０ ） の 間 隔 幅 を 減 少 す る た め に 、 作 業 間 隔 （ ２ ０ ） が 予 め 設 定 さ れ て い る 間 隔 幅 よ り も 大  
き い 間 隔 幅 の 場 合 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） と 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） に よ っ て 、 ツ ー ル キ ャ リ ア  
（ ４ ） と 連 結 す る 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 為 の エ ネ ル ギ ー 供 給 を 開 放 す る ス テ ッ プ 、
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） の 間 の 比 較 を 実 施 す る ス テ ッ プ で  
あ っ て 、
そ の 際 、 第 １ 位 置 補 正 値 と 第 １ 位 置 値 を 加 算 し て 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） 又 は 安 全 制 御 部 （  
１ ０ ） か ら 得 た 第 １ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 、 第  
１ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） が 計 算 さ れ 、 且 つ
そ の 際 、 第 ２ 位 置 補 正 値 と 第 ２ 位 置 値 を 加 算 し て 、 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） か ら 得 た 第 ２ 実 際  
位 置 値 を 、 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ）  
が 計 算 さ れ る 、 ス テ ッ プ 、 並 び に
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） と が 一 致 す る 場 合 に 、 第 １ 放 射 線  
検 出 器 （ ２ ３ ） を 非 ア ク テ ィ ブ 化 す る ス テ ッ プ 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
６ ．
第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 に 伴 い 、 第 １ 接 近 速 度 か ら 第 ２ 、 特 に 平 均 、  
接 近 速 度 へ の 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 切 り 替 え が 実 行 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 ５ に 記 載  
の 方 法 。
７ ．
第 ２ 位 置 値 が 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 と 一 致 す る 場 合 に は 、 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で の  
第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 、 安 全 制 御 装 置 （ １ ０ ） に よ っ て 実 行 さ れ  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 ５ 又 は ６ に 記 載 の 方 法 。
８ ．
第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 に 伴 い 、 第 ２ 接 近 速 度 か ら 第 ３ 、 特 に 低 速 の  
接 近 速 度 へ の 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 切 り 替 え は 実 行 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 ７ に 記 載  
の 方 法 。
９ ．
第 １ 位 置 補 正 値 は 、 第 １ 接 近 速 度 と 第 １ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 １ サ イ ク ル 時 間 に 基 づ い  
て 決 定 さ れ 、 且 つ 第 ２ 位 置 補 正 値 は 、 第 １ 接 近 速 度 と 第 ２ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 ２ サ イ  
ク ル 時 間 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 上 記 ５ 、 ６ 、 ７ 又 は ８ に 記 載 の 方 法 。
１ ０ ．
第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 値 は 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） を 非 ア ク テ ィ ブ 化 す る た め の 第  
１ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 に 対 し て 第 １ 間 隔 を 有 し 、
そ の 際 、 第 １ 間 隔 は 、 ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） が 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 に 到 達 す る 前 に 、  
第 ２ 作 業 サ イ ク ル 内 の 第 ２ 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） で 実 施 さ れ て い る 、 第 １ 実 際 位 置 値 と 第 ２  
実 際 位 置 値 と の 間 の 比 較 が 完 了 さ れ て い る よ う に 、 算 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 上  
記 ５ か ら ９ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ３ 】
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） 、 マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 収 容 さ れ て い て 相 対 移 動 可 能 な ツ ー ル キ ャ リ  
ア （ ４ ） 、 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） を 制 御 す る 機 械 制 御 部 （ １ １ ） 、 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） を 遮 断 す  
る 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） 、 及 び 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） に 組 入 れ ら れ て い る 位 置 測 定 シ ス テ ム （ １  
２ ） を 備 え る 成 形 装 置 （ １ ） で あ っ て 、
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） が 配 置 さ れ て い て 、
ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） に は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） と ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） を 移 動 す る 駆 動 装  
置 （ ３ ７ ） が 組 入 れ ら れ て い て 、 そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 共 に  
、 可 変 サ イ ズ の 作 業 ギ ャ ッ プ （ ２ ０ ） を 決 定 し
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 少 な く と も 一 つ の 放 射 源 （ ８ ） と 放 射 源 （ ８ ） に 対 向 し て 配 置 さ  
れ て い る 複 数 の 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） と に 接 続 さ れ て い て 、
放 射 源 （ ８ ） か ら 発 し た ビ ー ム （ １ ４ ） の 少 な く と も 一 部 は 、 第 １ ツ ー ル （ ６ ） の 作 業 エ  
ッ ジ （ ３ ６ ） に 沿 っ て 整 列 さ れ て い て 、
位 置 測 定 シ ス テ ム （ １ ２ ） は 、 ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） の 位 置 に 依 存 し て 位 置 信 号 を 提 供 す  
る た め に 形 成 さ れ て い て 、 そ の 際 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） は 、 第 １ 高 速 作 業 サ イ ク ル に お け  
る 位 置 信 号 を 第 １ 位 置 値 へ 周 期 的 に 処 理 す る た め に 、 第 １ 経 路 測 定 シ ス テ ム を 有 し 、 且 つ  
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 低 速 作 業 サ イ ク ル に お け る 位 置 信 号 を 第 ２ 位 置 値 へ 周 期 的 に  
処 理 す る た め に 、 第 ２ 経 路 測 定 シ ス テ ム を 有 す る 、 当 該 成 形 装 置 に お い て 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て い る 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で の 第 １ 放 射  
線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 の た め に 、 第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ  
ス 信 号 （ ｂ ） の 間 の 比 較 を 実 行 す る よ う に 、 形 成 さ れ て い て 、
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） は 、 第 １ 位 置 値 に 第 １ 位 置 補 正 値 を 加 算 す る こ と に よ っ て 得 ら  
れ る 第 １ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 活 性 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 算 出 さ れ 、
第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） は 、 第 １ 位 置 補 正 値 に 第 ２ 位 置 値 を 加 算 す る こ と に よ っ て 得 ら  
れ る 第 ２ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 活 性 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 算 出 さ れ 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） が 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） と 一 致 す  
る 場 合 に 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 実 行 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 成 形 装 置 （  
１ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 、 第 ２ 位 置 値 に 基  
づ い て 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ て い る 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で 、 実 行 す る よ う に 調 整 さ れ  
て い て 、
そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） に 対 す る 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 間 隔 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５  
） に 対 す る 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 間 隔 よ り も 大 き い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に  
記 載 の 成 形 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
機 械 制 御 部 （ １ １ ） は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） が 第 １ ツ ー ル （ ６ ） に 接 近 す る た め の 第 １ 接 近  
速 度 に 基 づ い て 、 且 つ 第 １ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 １ サ イ ク ル 時 間 に 基 づ い て 、 第 １ 位 置  
補 正 値 が 算 出 さ れ る よ う に 調 整 さ れ て い て 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 １ 接 近 速 度 に 基 づ い て 、 且 つ 第 ２ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 ２ サ  
イ ク ル 時 間 に 基 づ い て 、 第 ２ 位 置 補 正 値 が 算 出 さ れ る よ う に 調 整 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴  
と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 成 形 装 置 （ １ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） は 、 第 ２ 実 際 位 置 値 が 第 １ 実 際 位 置 値 よ り 前 に 経 時 的 に 生 じ た 場 合 に  
の み 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 生 じ る よ う に 調 整 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と  
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す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 成 形 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
成 形 装 置 （ １ ） を 作 動 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 当 該 方 法 が 、 以 下 の ス テ ッ プ 、 即 ち 、
マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 配 置 さ れ て い る 第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 、 マ シ ン ベ ッ ド （ ２ ） に 収 容 さ  
れ て い て 相 対 移 動 可 能 な ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） に 固 定 さ れ 且 つ 可 変 サ イ ズ の 作 業 間 隔 を 第  
１ ツ ー ル （ ６ ） と 共 に 決 定 す る 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） と の 間 の 経 時 的 に 可 変 な 間 隔 を 計 算 す る  
た め に 位 置 測 定 シ ス テ ム （ １ ２ ） の 位 置 信 号 を 算 出 す る ス テ ッ プ 、
第 １ 高 速 作 業 サ イ ク ル で 運 転 さ れ る 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） の 第 １ 経 路 測 定 シ ス テ ム に お い  
て 位 置 信 号 を 第 １ 位 置 値 に 処 理 す る ス テ ッ プ 、 且 つ 第 ２ 低 速 作 業 サ イ ク ル で 運 転 さ れ る 、  
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） の 第 ２ 経 路 測 定 シ ス テ ム に お い て 位 置 信 号 を 第 ２ 位 置 値 に 処 理 す る ス  
テ ッ プ 、
安 全 制 御 部 （ １ ０ ） に お い て 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 第 １ 検 出 信 号 を 処 理 す る ス テ  
ッ プ と 、 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 第 ２ 検 出 信 号 を 処 理 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 こ れ ら  
の 検 出 器 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） の 第 １ 側 方 端 部 領 域 に 配 置 さ れ て い て 、 且 つ 第 ２ ル ー ル （  
５ ） の 第 ２ 端 部 領 域 に 、 対 向 し て 配 置 さ れ て い る 放 射 線 源 （ ８ ） か ら 照 明 さ れ 、
そ の 際 、 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） に 対 す る 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 間 隔 は 、 第 ２ ツ ー ル （ ５  
） に 対 す る 第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 間 隔 よ り も 大 き い 、 ス テ ッ プ 、
第 １ ツ ー ル （ ６ ） と 第 ２ ツ ー ル （ ５ ） の 間 の 第 １ 接 近 速 度 で 作 業 間 隔 （ ２ ０ ） の 間 隔 幅 を  
減 少 す る た め に 、 作 業 間 隔 （ ２ ０ ） が 予 め 設 定 さ れ て い る 間 隔 幅 よ り も 大 き い 間 隔 幅 の 場  
合 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） と 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） に よ っ て 、 ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） と 連 結 す  
る 駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 為 の エ ネ ル ギ ー 供 給 を 開 放 す る ス テ ッ プ 、
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） の 間 の 比 較 を 実 施 す る ス テ ッ プ で  
あ っ て 、
そ の 際 、 第 １ 位 置 補 正 値 と 第 １ 位 置 値 を 加 算 し て 、 機 械 制 御 部 （ １ １ ） 又 は 安 全 制 御 部 （  
１ ０ ） か ら 得 た 第 １ 実 際 位 置 値 を 、 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 、 第  
１ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） が 計 算 さ れ 、 且 つ
そ の 際 、 第 ２ 位 置 補 正 値 と 第 ２ 位 置 値 を 加 算 し て 、 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） か ら 得 た 第 ２ 実 際  
位 置 値 を 、 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 位 置 値 と 比 較 す る こ と に よ っ て 、 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ）  
が 計 算 さ れ る 、 ス テ ッ プ 、 並 び に
第 １ ス テ ー タ ス 信 号 （ ａ ） と 第 ２ ス テ ー タ ス 信 号 （ ｂ ） と が 一 致 す る 場 合 に 、 第 １ 放 射 線  
検 出 器 （ ２ ３ ） を 非 ア ク テ ィ ブ 化 す る ス テ ッ プ 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 に 伴 い 、 第 １ 接 近 速 度 か ら 第 ２ 接 近 速 度 へ の  
駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 切 り 替 え が 実 行 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
第 ２ 位 置 値 が 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 と 一 致 す る 場 合 に は 、 第 ２ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 で の  
第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 が 、 安 全 制 御 装 置 （ １ ０ ） に よ っ て 実 行 さ れ  
る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
第 ２ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ４ ） の 非 ア ク テ ィ ブ 化 に 伴 い 、 第 ２ 接 近 速 度 か ら 第 ３ 接 近 速 度 へ の  
駆 動 装 置 （ ３ ７ ） の 切 り 替 え は 実 行 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
第 １ 位 置 補 正 値 は 、 第 １ 接 近 速 度 と 第 １ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 １ サ イ ク ル 時 間 に 基 づ い  
て 決 定 さ れ 、 且 つ 第 ２ 位 置 補 正 値 は 、 第 １ 接 近 速 度 と 第 ２ 作 業 サ イ ク ル の た め の 第 ２ サ イ  
ク ル 時 間 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 値 は 、 第 １ 放 射 線 検 出 器 （ ２ ３ ） を 非 ア ク テ ィ ブ 化 す る た め の 第  
１ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 に 対 し て 第 １ 間 隔 を 有 し 、
そ の 際 、 第 １ 間 隔 は 、 ツ ー ル キ ャ リ ア （ ４ ） が 第 １ 非 ア ク テ ィ ブ 化 位 置 に 到 達 す る 前 に 、  
第 ２ 作 業 サ イ ク ル 内 の 第 ２ 安 全 制 御 部 （ １ ０ ） で 実 施 さ れ て い る 、 第 １ 実 際 位 置 値 と 第 ２  
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実 際 位 置 値 と の 間 の 比 較 が 完 了 さ れ て い る よ う に 、 算 定 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請  
求 項 ５ 又 は ６ に 記 載 の 方 法 。
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